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論
文
要
旨

　

本
稿
で
は
天
野
山
金
剛
寺
蔵
『
龍
王
講
式
』
を
題
材
に
、
本
講
式
が
さ
ま
ざ
ま

な
領
域
の
言
説
を
複
合
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

『
龍
王
講
式
』
は
、
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
の
「
請
雨
」
に
際
し
て
金
剛
寺
で

書
写
さ
れ
た
旨
を
記
す
こ
と
か
ら
、
実
際
の
祈
雨
儀
礼
と
結
び
つ
い
た
テ
キ
ス
ト

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
分
析
の
結
果
、
本
講
式
に
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
、
そ
の
注

釈
書
に
基
づ
く
叙
述
が
多
く
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
中
世
金
剛
寺
教
学
の
柱
に

『
釈
論
』
が
あ
っ
た
こ
と
と
も
合
致
し
て
お
り
、
本
講
式
が
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北

朝
期
の
『
釈
論
』
を
め
ぐ
る
注
釈
活
動
と
連
動
し
な
が
ら
編
ま
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
東
密
の
修
法
で
あ
る
「
請
雨
経
法
」
の
思
想
や
世
界
観
、
儀

礼
の
手
順
や
解
釈
を
示
し
た
次
第
書
の
言
辞
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。『
釈

論
』
や
そ
の
注
釈
書
、
請
雨
経
法
の
所
依
と
な
る
経
典
や
次
第
書
、
そ
し
て
神
泉

苑
に
お
け
る
空
海
の
祈
雨
伝
承
な
ど
、
隣
接
領
域
を
横
断
し
な
が
ら
作
成
さ
れ
た

『
龍
王
講
式
』
に
は
、
中
世
真
言
宗
寺
院
に
お
け
る
学
問
や
儀
礼
の
有
様
が
映
し

出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【 『
龍
王
講
式
』、
金
剛
寺
聖
教
、『
釈
摩
訶
衍
論
』、
請
雨
経
法
、

祈
雨
儀
礼
】

は
じ
め
に

　

中
世
寺
院
で
催
さ
れ
た
法
会
や
修
法
な
ど
の
仏
教
儀
礼
は
、
仏
菩
薩
へ
の
供

養
や
祈
願
を
目
的
と
す
る
宗
教
行
為
で
あ
る
と
同
時
に
、
豊
か
な
言
辞
や
物
語

を
生
み
出
す
場
と
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
講
式
は
、

仏
菩
薩
・
経
典
・
祖
師
・
神
祇
な
ど
を
讃
歎
す
る
講
会
の
式
次
第
、
あ
る
い
は

そ
こ
で
朗
誦
さ
れ
る
式
文
の
こ
と
を
い
う
。
講
会
の
中
心
と
な
る
式
文
は
、
対

句
を
ほ
ど
こ
し
た
優
美
な
表
白
体
で
綴
ら
れ
て
お
り
、
経
典
や
注
疏
を
は
じ
め

と
し
て
、
漢
籍
や
要
文
集
か
ら
の
引
用
や
説
話
叙
述
な
ど
、
多
分
に
文
学
的
要

素
を
は
ら
ん
で
い
る
。
ま
た
声
明
や
雅
楽
と
い
っ
た
音
楽
や
演
劇
的
所
作
も
と

も
な
い
、
儀
礼
と
芸
能
と
の
相
関
性
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

本
稿
は
、
天
野
山
金
剛
寺
が
所
蔵
す
る
『
龍
王
講
式
』
を
取
り
上
げ
て
、
中

世
の
真
言
宗
寺
院
を
め
ぐ
る
学
問
や
信
仰
の
様
態
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
育
ま
れ

金
剛
寺
蔵
『
龍
王
講
式
』
の
式
文
世
界

│
│
釈
論
注
釈
と
祈
雨
儀
礼
を
め
ぐ
っ
て
│
│

有　

賀　

夏　

紀
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た
儀
礼
テ
キ
ス
ト
の
特
質
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
金
剛
寺
蔵
『
龍
王
講

式
』
は
、
中
世
金
剛
寺
の
祈
雨
儀
礼
に
際
し
て
作
成
・
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
実
際
の
儀
礼
と
結
び
付
い
て
い
る
。
本
稿
で
は
『
龍
王
講
式
』
の
式
文
世

界
を
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
文
の
典
拠
と
な
る
経
文
や
詞
章
を
抽
出

し
、
経
典
・
注
疏
・
事
相
書
・
説
話
伝
承
な
ど
諸
領
域
の
言
説
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
構
成
さ
れ
た
式
文
の
性
格
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
鎌
倉
後
期
か
ら
南

北
朝
期
に
わ
た
る
学
僧
た
ち
の
学
問
活
動
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一
、『
龍
王
講
式
』
に
お
け
る
典
籍
利
用

　

大
阪
府
河
内
長
野
市
の
真
言
宗
御
室
派
・
天
野
山
金
剛
寺
は
、
平
安
末
期
に

鳥
羽
院
皇
女
の
八
条
女
院
の
祈
願
所
と
し
て
庇
護
を
受
け
た
古
刹
で
、
南
北
朝

期
に
は
南
朝
方
天
皇
の
行
宮
と
な
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。『
龍
王
講
式
』

は
金
剛
寺
が
所
蔵
す
る
「
金
剛
寺
聖
教
」
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
管
見
の

限
り
ほ
か
に
類
例
の
な
い
本
文
を
も
つ）1
（

。

　

本
奥
書
に
「
写
本
云
、
嘉
元
三
年
乙巳

七
月
下
旬
於
川（
河
）

州
金
剛
寺
草
之
云
々
。

私
□（
云
）、

当
寺
学
頭
阿
闍
梨
忍
実
草
也
」
と
あ
っ
て
、
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）

に
金
剛
寺
第
九
代
学
頭
の
聖
俊
房
忍
実
（
一
二
五
〇
〜
一
三
一
九
）
が
草
し
た

も
の
と
伝
え
る
。
巻
末
の
書
写
奥
書
に
は
「
延
慶
三
年
庚戌

六
月
廿
三
日
、
於
金

剛
寺
書
写
了
」
と
見
え
て
お
り
、
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
に
金
剛
寺
で
書
写

さ
れ
た
由
が
う
か
が
え
る
が
、
本
資
料
自
体
は
室
町
中
期
の
写
本
と
思
し
い）2
（

。

奥
書
に
は
つ
づ
け
て
六
月
十
八
日
か
ら
七
月
一
日
ま
で
執
り
お
こ
な
わ
れ
た

「
請
雨
」
の
儀
礼
の
こ
と
が
記
さ
れ
、
本
講
式
が
祈
雨
儀
礼
を
め
ぐ
る
環
境
の

な
か
で
生
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る）3
（

。

　
『
龍
王
講
式
』
は
五
段
式
の
体
裁
を
と
り
、
第
一
段
は
「
大
慈
三
昧
ノ
徳
」、

第
二
段
は
「
如
意
満
願
ノ
徳
」、
第
三
段
は
「
人
間
有
縁
ノ
徳
」、
第
四
段
は

「
甘
雨
普
潤
ノ
徳
」、
第
五
段
は
「
廻
向
発
願
ノ
徳
」
を
讃
え
て
い
る
。
講
式
の

趣
旨
を
述
べ
る
表
白
部
分
に
よ
れ
ば
、
世
が
澆
季
（
末
法
）
に
及
ん
で
人
心
は

乱
れ
、
仏
法
は
効
験
を
失
い
、
龍
天
の
擁
護
も
な
く
、
旱
魃
が
起
き
て
池
川
の

流
水
は
尽
き
て
し
ま
っ
た
、
そ
こ
で
龍
神
の
慈
悲
に
頼
ん
で
三
農
の
難
月
を
祈

り
た
い
と
い
う
。
つ
ま
り
本
講
式
は
、
龍
王
を
本
尊
と
し
て
降
雨
と
五
穀
豊
穣

を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
東
密
の
祈
雨
法
で
あ
る
「
請
雨
経
法
」

や
、
そ
の
所
依
経
典
で
あ
る
『
大
雲
輪
請
雨
経
』
な
ど
の
世
界
観
が
反
映
さ
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
加
え
、
中
世
金
剛
寺
教
学
の
中
心
だ
っ
た
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
そ
の

注
釈
書
、
東
密
諸
流
が
著
し
た
密
教
修
法
の
次
第
書
、
中
世
に
流
布
し
た
空
海

伝
と
空
海
の
著
作
、
そ
し
て
南
都
の
貞
慶
が
作
成
し
た
講
式
や
、
漢
籍
、
類
書

な
ど
、
多
彩
な
領
域
の
言
説
が
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
鎌
倉
末
期
の
金

剛
寺
に
お
け
る
学
問
と
、
金
剛
寺
聖
教
の
形
成
過
程
の
一
端
が
看
取
で
き
る
興

味
深
い
内
容
を
有
し
て
い
る
。

　

は
じ
め
に
、
本
講
式
に
お
け
る
典
籍
利
用
の
一
例
と
し
て
、「
大
慈
三
昧
ノ

徳
」
を
讃
歎
す
る
第
一
段
に
焦
点
を
当
て
た
い
。
第
一
段
は
、
本
文
の
大
半
が

『
正
法
念
処
経
』『
大
雲
輪
請
雨
経
』『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
な
ど
の
龍
や
祈

雨
に
関
す
る
経
文
の
引
用
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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ま
ず
「
正
法
念
経
」
に
よ
れ
ば
、
深
海
に
は
龍
の
宮
殿
が
あ
っ
て
、
龍
王
に

は
法
行
・
非
法
行
の
二
種
類
の
者
が
い
る
。
難
陀
・
跋
難
陀
な
ど
法
行
の
龍
王

は
熱
沙
の
苦
し
み
が
無
く
、
三
宝
を
信
じ
て
甘
雨
を
降
ら
せ
る
。
そ
の
一
方
で
、

非
法
行
の
龍
王
は
常
に
熱
苦
に
さ
ら
さ
れ
て
い
て
、
衆
生
が
善
法
を
お
こ
な
わ

な
い
と
き
に
は
勢
力
を
増
し
、
五
穀
不
成
に
し
て
世
間
を
壊
す
と
い
う
。
つ
づ

く
「
請
雨
経
」
の
取
意
文
で
は
、
釈
尊
が
龍
王
宮
に
赴
い
た
と
き
、
輪
蓋
龍
王

が
ど
う
す
れ
ば
龍
の
諸
苦
を
除
き
、
瞻
部
州
に
甘
雨
を
降
ら
せ
て
衆
生
に
快
楽

を
授
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
釈
尊
は
「
大
慈
」
を
行
ず

る
旨
を
説
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
「
孔
雀
経
」
が
典
拠
の
本
文
で
は
、
慈
悲
心

を
お
こ
し
て
諸
龍
の
名
号
を
称
念
す
れ
ば
諸
毒
を
除
く
と
さ
れ
て
い
て
、
以
上

の
こ
と
か
ら
慈
悲
の
心
を
も
っ
て
龍
を
供
養
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
に
甘
雨
が
降

る
と
結
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
「
大
慈
」
の
行
に
よ
っ
て
「
三
熱
之

苦
患
」
と
い
う
龍
蛇
特
有
の
苦
痛
を
滅
除
す
る
こ
と
で
、
龍
が
も
た
ら
す
降
雨

を
請
い
願
う
と
い
う
儀
礼
の
目
的
が
、
経
典
の
引
用
と
い
う
形
で
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
大
慈
の
行
こ
そ
が
諸
龍
の
名
号
を
唱
え
、
念
じ
る
こ
と
だ
と
示
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
が
、『
正
法
念
処
経
』
と
さ
れ
て
い
る
引
用
文
で
あ

る
。『
龍
王
講
式
』
に
見
え
る
引
用
文
は
、
じ
つ
は
『
正
法
念
処
経
』
そ
れ
自

体
よ
り
も
、『
孔
雀
経
音
義
』
と
い
う
孔
雀
経
の
注
釈
書
に
掲
載
さ
れ
た
要
約

文
に
近
い）4
（

。
ま
た
『
龍
王
講
式
』
と
『
孔
雀
経
音
義
』
で
は
、
非
法
行
龍
王
の

名
が
「
悩
乱
龍
王
・
奮
迅
龍
王
・
黒
色
龍
王
・
多
声
龍
王
」
と
漢
名
で
あ
る
の

に
対
し
、『
正
法
念
処
経
』
で
は
「
波
羅
摩
梯
龍
王
魏
言
悩
乱

・
毘
諶
林
婆
龍
王
魏
言
奮
迅

・

迦
羅
龍
王
魏
言
黒
色

・

樓

樓
龍
王
魏
言
多
声

」
と
梵
名
で
記
さ
れ
る
な
ど
、『
龍
王
講
式
』

が
『
孔
雀
経
音
義
』
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
要
素
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

孔
雀
経
は
、「
孔
雀
経
法
」
と
い
う
息
災
や
祈
雨
の
修
法
に
用
い
ら
れ
る
経
典

で
あ
り
、
こ
こ
で
そ
の
注
釈
が
参
照
さ
れ
た
の
も
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

本
講
式
に
は
経
典
の
引
用
や
要
約
が
多
く
、
中
世
の
学
僧
が
経
典
と
注
疏
を
用

い
て
講
式
を
作
文
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
先
徳
の
麗
句
を
借
用
し
て
い
る
例
を
あ
げ
た
い
。
た
と
え
ば
『
龍

王
講
式
』
の
第
二
段
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
対
句
表
現
が
な
ら
ぶ
。

釈
提
桓
因
ノ
得
二タ
ル
於
牙
歯
一ヲ
、
立
テ
塔
婆
於
三
十
三
天
之
雲
ニ

難
頭
和
龍
ノ
敬
コ
ト
於
仏
髭
一ヲ
、
磨
ク
ト
水
精
於
八
万
余
里
之
月
一ニ
云
々

　

こ
れ
は
釈
迦
滅
後
の
舎
利
の
分
配
に
関
す
る
逸
話
を
も
と
に
し
た
叙
述
で
、

解
脱
房
貞
慶
（
一
一
五
五
〜
一
二
一
三
）
の
『
舎
利
講
式
』
が
典
拠
と
考
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
貞
慶
が
著
わ
し
た
こ
の
詞
章
は
、
舎
利
の
讃
嘆
に
し
ば
し

ば
用
い
ら
れ
る
常
套
句
だ
っ
た
よ
う
で
、『
龍
王
講
式
』
の
ほ
か
に
も
、
金
剛

寺
の
講
式
類
で
は
『
涅
槃
講
式
』
や
『
秘
密
舎
利
式
』（
整
理
番
号
四
三
函
九

七
番
）
な
ど
に
同
様
の
文
言
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
寺
に
は
貞
慶
の
『
弥

勒
講
式
』
の
写
本
も
残
さ
れ
て
い
て
、『
龍
王
講
式
』
の
第
四
段
に
は
『
弥
勒

講
式
』
と
お
な
じ
『
心
地
観
経
』
の
偈
文
が
引
か
れ
る
な
ど
、
中
世
金
剛
寺
の

儀
礼
テ
キ
ス
ト
に
貞
慶
の
講
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
生
か
さ
れ
て
い
た
様
相
が

う
か
が
い
知
ら
れ
る）5
（

。
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こ
の
よ
う
に
、『
龍
王
講
式
』
は
経
典
や
注
疏
、
先
徳
の
美
文
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
典
籍
か
ら
間
接
的
・
直
接
的
引
用
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
本
尊
の
龍
王

と
龍
宮
世
界
を
荘
厳
し
、
祈
雨
の
た
め
の
儀
礼
空
間
を
構
築
し
て
い
る
。
そ
こ

に
は
中
世
の
学
侶
た
ち
に
よ
る
知
識
と
典
籍
の
集
積
成
果
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、

中
世
真
言
宗
寺
院
を
め
ぐ
る
学
問
や
知
的
交
流
の
あ
り
方
が
投
影
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る）6
（

。

二
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
龍
と
宝
珠

　

中
世
金
剛
寺
に
お
け
る
学
問
の
あ
り
さ
ま
を
明
瞭
に
物
語
る
の
が
、
式
文
の

第
二
段
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
二
段
の
龍
と
如
意
宝
珠
を
め
ぐ
る
言
辞
が
、

『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
、
そ
の
注
釈
書
の
影
響
下
に
成
り
立
つ
こ
と
を
論
じ
た
い
。

　

第
二
段
は
「
如
意
満
願
ノ
徳
」
を
讃
歎
す
る
た
め
に
、
龍
が
護
る
如
意
宝
珠

と
、
宝
珠
を
中
心
に
広
が
る
海
底
の
龍
宮
世
界
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
東
密

に
お
い
て
「
如
意
宝
珠
＝
舎
利
」
は
信
仰
の
要
と
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
各
法

流
で
如
意
宝
珠
を
め
ぐ
る
解
釈
や
口
伝
、
行
法
な
ど
が
多
彩
に
展
開
し
た）7
（

。

『
龍
王
講
式
』
第
二
段
で
は
、
宝
珠
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

第
二
讃
如
意
満
願
ノ
徳
一ヲ
者
、
大
海
龍
宮
殿
ノ
中
ニ
有
如
意
宝
蔵
一、
建
テ
ヽ
千

重
ノ
門
一ヲ
、
持
護
ス
彼
宝ラ
ヲ一、
所
謂
一
如
意
宝
珠
ニ
有
リ
多
数
一、
或
以
金
翅
鳥
王

ノ
心
一ヲ
、
名
金Ａ

主
如
意
一ト
、
或
以
遮
多
梨
鬼
ノ
心
一ヲ
、
号
満Ｂ

主
如
意
一ト
、
或
在

驪
龍
之
頸
ノ
下
一ニ
、
或
ハ
在
九
重
ノ
渕
ノ
底
一ニ
、

　

大
海
龍
宮
殿
に
は
如
意
宝
蔵
が
あ
り
、
千
重
の
門
を
建
て
て
彼
の
宝
を
持
護

し
て
い
る
と
い
う
。「
大
海
龍
宮
殿
」
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』（
以
下
『
釈
論
』）

や
そ
の
注
釈
書
に
見
え
る
呼
称
で
、「
千
重
ノ
門
」
の
く
だ
り
は
『
釈
論
』
第

一
の
「
摩
尼
宝
蔵
雖
レ
備
二
無
量
万
宝
一
而
開
二
千
重
門
一
群
龍
所
二
了
知）8
（

一
」
と

い
う
衆
生
救
済
の
た
め
の
仏
法
の
出
現
（「
教
法
出
現
」）
を
説
明
す
る
譬
喩
を

も
と
に
し
た
叙
述
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
か
ら
如
意
宝
珠
は
「
多
数
」
あ
っ
て
、
金
翅
鳥
王
の
心
を
「
金
主
如

意
」（
傍
線
Ａ
）、
遮
多
梨
鬼
の
心
を
「
満
主
如
意
」（
傍
線
Ｂ
）
と
呼
ぶ
と
し

て
い
る
。
こ
の
二
種
の
宝
珠
の
こ
と
も
、『
釈
論
』
第
二
に
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。四

者
名
為
二
如
意
珠
蔵
一。
此
中
有
レ
二
。
云
何
為
レ
二
。
一
者
金
主
如
意
。

二
者
満
主
如
意
。（
中
略
）
如
如
契
経
中
作
二
如
レ
是
説
一。
仏
告
二
金
剛
蔵

菩
薩
一
言
。
仏
子
譬
如
下
金
翅
鳥
王
命
終
。
然
後
其
心
入
レ
海
為
二
如
意
珠
一。

能
生
二
金
沙
一
利
中
益
龍
王
上。
一
心
本
法
亦
復
如
レ
是
。
能
生
二
真
理
一
利
二

円
満
者
一。
故
本
性
智
契
経
中
作
二
如
レ
是
説
一。
譬
如
下
遮
多
利
鬼
。
為
レ
報

レ
恩
故
於
二
一
万
劫
一。
為
二
如
意
珠
一
利
中
益
海
生
上。）

9
（

　
『
釈
論
』
で
は
、
如
意
珠
に
金
主
如
意
と
満
主
如
意
が
あ
る
こ
と
、
金
翅
鳥

王
の
命
が
尽
き
た
時
に
、
そ
の
心
が
海
に
入
っ
て
如
意
珠
に
な
る
こ
と
、
遮
多

利
鬼
も
ま
た
如
意
珠
と
な
っ
て
海
生
を
利
益
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
龍
王
講
式
』
は
こ
こ
で
『
釈
論
』
の
譬
喩
叙
述
を
用

い
て
本
文
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
『
釈
論
』
は
、
大
乗
仏
教
の
中
心
思
想
を
説
い
た
『
大
乗
起
信
論
』
の
注
釈

書
で
、
南
イ
ン
ド
の
龍
樹
（
一
五
〇
〜
二
五
〇
頃
）
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。
古

来
、
著
者
の
真
偽
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
日
本
で
は
空
海
が
重
視
し
た
た

め
に
真
言
宗
で
盛
ん
に
研
究
さ
れ
、
多
く
の
注
釈
書
が
著
わ
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

中
世
金
剛
寺
で
も
『
釈
論
』
は
教
学
の
中
心
を
担
っ
て
お
り
、
第
五
代
学
頭
の

阿
鑁
（
一
一
九
一
〜
一
二
五
六
）
が
『
釈
論
抄
出
』
を
、『
龍
王
講
式
』
の
作

者
と
さ
れ
る
忍
実
が
『
釈
摩
訶
衍
論
眼
精
抄
』
と
い
っ
た
注
釈
書
を
著
わ
し
た

ほ
か
、
多
数
の
『
釈
論
』
関
係
写
本
が
伝
存
し
て
い
る）10
（

。

　
『
釈
論
』
に
登
場
す
る
宝
珠
の
話
題
も
、
そ
う
し
た
注
釈
類
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
た
と
え
ば
、
鎌
倉
後
期
に
紀
州
根
来
寺
で
活
躍
し
た
中
性
院
頼
瑜
（
一

二
二
六
〜
一
三
〇
四
）
の
『
釈
摩
訶
衍
論
開
解
鈔
』（
以
下
『
開
解
鈔
』）
や
、

お
な
じ
く
頼
瑜
が
諸
尊
法
を
詳
釈
し
た
『
秘
鈔
問
答
』
な
ど
に
、
二
種
の
宝
珠

へ
の
言
及
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
掲
『
龍
王
講
式
』
の
本
文
も
、
以
下
の

『
秘
鈔
問
答
』
第
十
三
「
駄
都
秘
決
」
の
（
ａ
）〜（
ｄ
）
と
内
容
が
重
な
る
。

又
云
。
案
道
理
意
一。（
ａ
）
在
二
大
海
底
龍
宮
宝
蔵
無
数
玉
一。
…
…
（
ｂ
）

此
玉
従
二
宝
蔵
一
通
二
海
龍
王
肝
頸
下
一。
蔵
与
レ
頸
不
断
常
住
。
…
…
問
。

（
ｃ
）
観
仏
三
昧
経
説
二
金
翅
鳥
心
一。
釈
論
所
引
経
遮
多
利
鬼
変
為
二
如
意

珠
一
云
云　

如
何
。
…
…
（
ｄ
）
故
釈
論
疏
第
一
云
。
有
教
所
説
。
金
翅
鳥

心
後
成
二
此
珠
一。
有
教
所
説
。
遮
多
利
鬼
変
為
二
此
珠
一。）

11
（

　
（
ａ
）（
ｂ
）
は
空
海
仮
託
の
『
御
遺
告
』
を
典
拠
と
す
る
本
文
で
、
つ
づ
く

（
ｃ
）
で
は
『
観
仏
三
昧
経
』
と
『
釈
論
』
を
、（
ｄ
）
で
は
釈
論
注
釈
の
『
釈

摩
訶
衍
論
疏
』
を
引
き
な
が
ら
、
金
翅
鳥
と
遮
多
利
鬼
が
変
じ
る
宝
珠
の
こ
と

を
論
じ
て
い
る）12
（

。
頼
瑜
著
作
と
『
龍
王
講
式
』
と
の
具
体
的
な
影
響
関
係
は
不

明
な
が
ら
も
、
両
者
が
宝
珠
や
『
釈
論
』
を
め
ぐ
る
類
似
の
所
説
を
載
録
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
第
四
段
に
も
、『
釈
論
』
に
基
づ
く
龍
の
叙
述
が
認
め
ら
れ
る
。

第
四
讃
甘
雨
普
潤
ノ
徳
一ヲ
者
、
龍
王
ノ
舌
頭サ
キ
ニ

有
微
細
ノ
穴
一、
名
曰
気
糸
一ト
、

従
此
穴
ノ
中
一
出
シ
テ
密
雲
一ヲ
、
遍
覆
ヒ
三
千
世
界
一ヲ
、
従
其
ノ
頭
頂
一
出
シ
澄

水
一ヲ
、
従
其
ノ
尾
末
一
生
ス
ト
標
嵐
一ヲ
云
々
、

　

龍
王
は
舌
先
の
「
気
糸
」
か
ら
密
雲
、
頭
頂
か
ら
澄
水
、
尾
か
ら
標
嵐
を
生

み
出
し
て
、
甘
雨
を
降
ら
せ
る
と
い
う
。
右
の
波
線
部
は
、『
釈
論
』
第
二
の

「
無
始
契
経
中
」
の
喩
え
と
し
て
見
え
る
「
大
海
中
有
二
大
龍
王
一。
名
曰
二
出
生

風
水
一。
従
二
其
頭
頂
一
出
二
生
澄
水
一。
従
二
其
尾
末
一
出
二
生
標
嵐）13
（

一
」
と
い
う
本

文
に
よ
る
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
傍
線
部
の
「
気
糸
」
を
め

ぐ
る
所
説
が
釈
論
注
釈
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、『
釈
論
』
自
体
に
は
見
出
せ

な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

唐
代
の
注
釈
書
で
、
空
海
も
用
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
聖
法
の
『
釈
摩

訶
衍
論
記
』
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る）14
（

。
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標
多
羅
唱
提
此
云
二
気
糸
一。
即
是
龍
糸
。
所
レ
謂
龍
王
舌
中
有
二
一
気
糸
一。

甚
極
微
細
譬
如
二
頭
髮
一。
其
量
無
レ
差
而
能
出
中
生
摂
下
納
満
二
十
方
中
種
種

密
雲
上。
斯
論
大
意
亦
復
如
レ
是
故）15
（

。

　

右
の
文
章
が
、『
龍
王
講
式
』
の
気
糸
の
記
述
と
ほ
ぼ
重
な
る
こ
と
が
わ
か

る
だ
ろ
う
。
金
剛
寺
に
は
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
の
中
世
写
本
が
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
当
該
本
文
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
資
料
は
、
表
紙
右
上
に

「
金
剛
寺
御
影
堂
」
と
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
に

『
撰
定
事
業
灌
頂
具
足
支
分
』
十
巻
を
御
影
堂
に
寄
進
し
た
忍
実
に
関
係
す
る

資
料
か
と
も
推
測
さ
れ
る
が
、
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い）16
（

。

　

そ
し
て
ふ
た
た
び
『
龍
王
講
式
』
と
同
時
代
の
注
釈
類
に
目
を
転
じ
れ
ば
、

頼
瑜
の
『
開
解
鈔
』
に
も
「
聖
法
記
」（『
釈
摩
訶
衍
論
記
』）
を
出
典
と
し
て
、

当
該
部
分
が
引
用
さ
れ
て
い
る）17
（

。『
龍
王
講
式
』
が
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
を
直

接
参
照
し
た
か
、『
開
解
鈔
』
の
よ
う
な
釈
論
注
釈
類
に
よ
っ
て
い
る
か
は
容

易
に
判
じ
か
ね
る
も
の
の
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
気
糸
」
の
記
述
は
、
本
講
式
に

釈
論
注
釈
の
言
説
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
本
稿
の
第
一
節
で
指

摘
し
た
『
正
法
念
処
経
』
の
引
用
態
度
に
も
通
じ
る
。

　

な
お
『
開
解
鈔
』
を
著
わ
し
た
頼
瑜
は
、『
龍
王
講
式
』
が
草
さ
れ
た
嘉
元

三
年
（
一
三
〇
五
）
の
前
年
に
没
し
て
い
る
が
、
そ
の
著
作
は
後
年
、
金
剛
寺

第
十
三
代
学
頭
の
上
乗
房
禅
恵
（
一
二
八
四
〜
一
三
六
四
）
に
よ
っ
て
精
力
的

に
書
き
写
さ
れ
、
金
剛
寺
教
学
を
支
え
る
柱
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
禅
恵
は

『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』『
大
日
経
疏
愚
草
』『
釈
論
愚
草
』『
開
解
鈔
』
な
ど
頼
瑜

教
学
の
中
心
を
担
う
注
釈
書
や
、『
秘
鈔
』『
薄
双
紙
』『
薄
草
子
口
決
』
と
い

っ
た
事
相
書
を
金
剛
寺
に
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
典
籍
の
奥
書
か
ら
は
、
禅
恵

が
根
来
寺
を
幾
度
も
訪
れ
て
い
た
こ
と
、
東
大
寺
東
南
院
で
三
宝
院
流
を
相
承

し
た
こ
と
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る）18
（

。
そ
の
た
め
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北

朝
期
に
か
け
て
、
禅
恵
に
よ
っ
て
金
剛
寺
・
根
来
寺
・
東
大
寺
を
つ
な
ぐ
寺
院

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
培
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、『
龍
王
講

式
』
の
例
は
、
禅
恵
以
前
の
金
剛
寺
に
お
け
る
学
問
的
交
流
を
解
明
す
る
た
め

の
手
が
か
り
と
も
な
ろ
う）19
（

。

　

直
接
的
な
典
拠
関
係
は
慎
重
に
検
証
す
べ
き
問
題
で
は
あ
る
が
、
本
講
式
が

『
釈
論
』
を
め
ぐ
る
鎌
倉
後
期
の
注
釈
活
動
と
連
関
し
な
が
ら
形
作
ら
れ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
れ
は
講
式
の
テ
キ
ス
ト
が
注
釈
書
や
次
第
書
と
い
っ
た

隣
接
領
域
を
横
断
し
て
編
ま
れ
た
こ
と
を
端
的
に
示
す
好
例
と
い
え
る
。
そ
こ

に
は
中
世
の
『
釈
論
』
研
究
を
め
ぐ
る
東
密
教
学
の
広
が
り
や
、
真
言
密
教
寺

院
間
の
学
問
的
交
流
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
請
雨
経
法
と
龍
宮
世
界

　

釈
論
注
釈
と
と
も
に
着
目
し
た
い
の
が
、
請
雨
経
法
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
龍

と
祈
雨
を
め
ぐ
る
修
法
世
界
が
『
龍
王
講
式
』
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
き
た
い
。

　

請
雨
経
法
は
、『
大
雲
輪
請
雨
経
』『
大
雲
経
祈
雨
壇
法
』『
陀
羅
尼
集
経
』
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な
ど
を
所
依
と
す
る
密
教
修
法
で
、
天
長
元
年
（
八
二
四
）
に
空
海
が
神
泉
苑

で
お
こ
な
っ
た
と
い
う
祈
雨
儀
礼
を
濫
觴
と
し
て
伝
え
る）20
（

。
平
安
期
に
は
神
泉

苑
に
仮
屋
を
た
て
て
修
さ
れ
て
お
り
、
仮
屋
に
は
大
壇
・
護
摩
壇
・
聖
天
壇
・

十
二
天
壇
の
壇
所
が
設
け
ら
れ
た
。
大
壇
の
中
央
に
は
、
請
雨
経
を
お
さ
め
た

経
箱
と
仏
舎
利
を
安
置
し
、
龍
宮
に
在
す
釈
尊
・
菩
薩
・
龍
王
を
描
い
た
「
懸

曼
荼
羅
」
と
、
五
龍
王
を
描
い
た
「
敷
曼
荼
羅
」
の
二
種
類
を
用
意
す
る
。
仮

屋
南
端
の
第
一
間
に
は
、
空
海
の
御
影
も
懸
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

守
覚
法
親
王
（
一
一
五
〇
〜
一
二
〇
二
）
が
東
密
小
野
流
の
諸
尊
法
を
集
成

し
た
『
秘
鈔
』
の
巻
五
「
請
雨
経
法
」
で
は
、
修
法
で
用
い
ら
れ
る
宝
珠
と
龍

の
関
係
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

釈
迦
即
成
二
如
意
宝
珠
一。
起
二
雲
雨
於
四
方
一。
普
潤
二
世
界
一。
利
二
益
水
陸

之
情
非
情
一。
龍
王
依
二
此
宝
珠
一
増
二
威
光
一。
降
レ
雨
。
其
宝
珠
依
二
大
龍
果

報
一
施
二
力
用
一
降
云
云
。
供
二
舍
利
一
時
。
同
作
二
此
観
一。
遣
告
意
也
。
大
壇

中
心
舎
利
納
レ
箱
安
二
置
之
一。）

21
（

　

大
壇
の
中
心
に
安
置
さ
れ
る
舎
利
は
、
如
意
宝
珠
と
同
一
視
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
雨
を
降
ら
せ
る
龍
王
の
力
の
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
請
雨
経
法
で
供
さ

れ
る
呪
具
で
あ
っ
た）22
（

。『
龍
王
講
式
』
第
二
段
に
よ
る
と
、
龍
宮
に
は
三
弁
宝

珠
を
安
置
す
る
五
柱
の
宝
楼
閣
が
あ
り
、
東
南
西
北
の
門
を
そ
れ
ぞ
れ
龍
王
が

守
護
し
て
い
る
と
い
う
。
以
下
、
第
二
段
の
本
文
を
、
便
宜
上
（
Ａ
）（
Ｂ
）

（
Ｃ
）
に
分
け
て
掲
載
す
る
。

（
Ａ
）
凡
大
海
龍
宮
殿
中
有
リ
五
柱
ノ
宝
楼
閣
一、
々
ノ々
内
ニ
有
リ
如
意
宝

台
一、
ノ々
上
ニ
安
ス
三
反弁

宝
珠
一ヲ
、
東
門
ニ
ハ
難
陀
・
跋
難
陀
ノ
二
龍
、
南
門
ニ

ハ
娑
迦
羅
・
和
修
吉
二
龍
、
西
門
ニ
ハ
徳
叉
迦
・
阿
那
婆
達
多
ノ
二
龍
、
北

門
ニ
ハ
摩
那
斯
・
優
鉢
羅
ノ
二
龍
、
持
護
ス
之
一ヲ
﹇
是
表
八
葉
ノ
九
尊
一ヲ
也
﹈

（
Ｂ
）
又
東
門
ニ
ハ
三
頭
龍
、
南
門
ニ
ハ
五
頭
龍
、
西
門
ニ
ハ
七
頭
龍
、
北

門
ニ
ハ
九
頭
龍
、（
Ｃ
）
面
々
而
出
現
舌
威
一ヲ
、
各
々
守
護
ス
之
一ヲ
、
于
時
一
此

玉
被
テ
催
龍
神
之
威
福
一ニ
、
雨
七
珍
万
宝
一ヲ
、
満
足
ス
ト
自
他
之
衆
願
一ヲ
云
々

﹇
是
擬
五
智
ノ
如
来
一ニ
也
﹈

　

こ
こ
で
龍
宮
世
界
は
、
楼
閣
が
担
う
縦
方
向
へ
の
垂
直
的
な
広
が
り
と
、
東

南
西
北
の
四
方
が
あ
ら
わ
す
横
方
向
へ
の
水
平
的
な
広
が
り
を
も
つ
世
界
と
し

て
立
体
的
に
創
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
心
に
は
、
宝
台
に
安
置
さ
れ
た
三

弁
宝
珠
が
存
在
す
る
と
い
う）23
（

。
こ
の
『
龍
王
講
式
』（
Ａ
）〜（
Ｃ
）
の
記
述
は
、

請
雨
経
法
の
敷
曼
荼
羅
や
、
そ
の
典
拠
と
な
る
経
典
、
そ
し
て
『
釈
論
』
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
（
Ａ
）
で
は
、
東
南
西
北
の
門
を
、
難
陀
・
跋
難
陀
を
は
じ
め
と
す
る

八
大
龍
王
が
二
龍
ず
つ
守
護
す
る
と
い
う
。『
龍
王
講
式
』
は
こ
れ
を
「
八
葉

ノ
九
尊
」
と
称
し
て
い
る
の
で
、
八
大
龍
王
に
守
ら
れ
る
龍
宮
世
界
は
、
胎
蔵

界
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
八
大
龍
王
の
登
場
は

「
八
葉
」
に
配
す
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
講
式
に
『
法
華
経
』
を
典

拠
と
す
る
偈
文
や
叙
述
が
多
い
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
八
大
龍
王
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は
、『
法
華
経
』
守
護
の
龍
王
た
ち
だ
か
ら
で
あ
る）24
（

。

　

さ
ら
に
（
Ｂ
）
の
よ
う
に
、
東
南
西
北
に
そ
れ
ぞ
れ
三
頭
・
五
頭
・
七
頭
・

九
頭
の
龍
が
配
置
さ
れ
る
場
面
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』『
大
雲
経
祈
雨
壇
法
』
な

ど
を
所
依
と
す
る
、
請
雨
経
法
の
「
敷
曼
荼
羅
」
を
想
起
さ
せ
る
（
図
参
照）25
（

）。

（
Ａ
）（
Ｂ
）
で
は
東
南
西
北
の
四
方
を
「
門
」
を
使
っ
て
示
し
て
い
る
が
、
こ

れ
も
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
見
え
る
表
現
で
あ
る）26
（

。『
秘
鈔
問
答
』
で
は
請
雨
経

法
の
敷
曼
荼
羅
に
つ
い
て
、
諸
説
を
併
記
し
な
が
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
（
二
重
線
部
）。

問
。
曼
荼
羅
図
絵
事
何
。
答
。
作
法
如
二
次
第
記
一
レ
之
。（
中
略
）
金
宝

云
。
曼
荼
羅
図
相
二
種
也
。
謂
大
曼
荼
羅
敷
曼
荼
羅
也
。
龍
宝
之
中
画
二

釈
迦
・
観
自
在
・
薩
埵
・
輪
蓋
・
難
陀
等
一
為
二
大
画
。
五
大
龍
王
為
レ
敷
。

一
頭
龍
頭
一
尺
。
三
頭
龍
三
尺
。
五
頭
五
尺
。
七
頭
龍
七
尺
。
九
頭
龍
九

尺
。
是
五
類
龍
王
也
云
云
。（
中
略
）
集
経
十
一
云
。
其
壇
界
畔
作
二
一
重
一。

而
開
二
四
門
一。
壇
之
東
門
将
以
二
泥
土
一
作
二
一
龍
王
身
一。
…
…
一
身
三
首
。

…
…
次
於
二
南
門
一
又
以
二
泥
土
一
作
二
一
龍
王
一。
…
…
一
身
五
首
。
…
…
次

於
二
四（

西
）門

一
又
以
二
泥
土
一
作
二
一
龍
王
身
一。
…
…
一
身
一（
七
）首

。
…
…
次
於
二

北
門
一
又
以
二
泥
土
一
作
二
一
龍
王
身
一。
…
…
一
身
九
首
。
…
…
次
壇
中

心
又
以
二
泥
土
一
作
二
一
龍
身
一。
…
…
一
身
一
首
。
龍
頭
向
レ
東
文
（
中
略
）

私
云
。
懸
曼
荼
羅
中
尊
釈
迦
。
左
金
剛
手
。
右
観
音
。
前
右
龍
王
輪
蓋
。

右
辺
二
龍
難
陀
・
拔
難
陀
院
也
。
仏
前
僧
形
須
菩
提
也
。
敷
曼
荼
羅
五
方

龍
王
五
大
龍
王
歟）

27
（

。
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こ
こ
で
頼
瑜
は
「
金
宝
」
な
ど
の
事
相
書
と
「
集
経
」
と
い
っ
た
経
典
の
説

を
掲
げ
た
あ
と
に
、「
私
云
」
と
し
て
敷
曼
荼
羅
に
描
か
れ
る
五
方
の
五
龍
は

「
五
大
龍
王
」
か
と
結
ん
で
い
る）28
（

。
な
お
『
陀
羅
尼
集
経
』
で
は
「
壇
中
心
」

の
龍
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
龍
王
講
式
』
に
お
い
て
宝
珠
と
重
ね
ら

れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
『
龍
王
講
式
』
で
は
、（
Ｃ
）
の
末
尾
で
多
頭
龍
た
ち
を
「
五
智
ノ

如
来
」
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
界
を
金
剛
界
と
見
な
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
か
く
し
て
八
大
龍
王
が
護
る
（
Ａ
）
の
胎
蔵
界
と
、
五
龍
王

が
護
る
（
Ｂ
）
の
金
剛
界
が
並
立
し
、
龍
王
の
つ
ど
う
大
海
の
龍
宮
は
、
胎
金

両
部
の
曼
荼
羅
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
龍
王
講
式
』
は
請
雨
経
法
の
言
説
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
が
、

留
意
し
た
い
の
が
、
そ
れ
が
即
座
に
請
雨
経
法
の
実
修
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
龍
王
講
式
』
が
書
写
さ
れ
た
延
慶
三
年
の
請
雨

に
お
い
て
、
理
趣
経
・
尊
勝
陀
羅
尼
の
読
誦
や
管
絃
講
と
い
っ
た
祈
雨
の
た
め

の
儀
礼
が
催
さ
れ
た
こ
と
は
奥
書
か
ら
看
取
で
き
る
も
の
の
、
現
時
点
で
請
雨

経
法
自
体
が
実
施
さ
れ
た
記
録
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
祈
雨
儀
礼
に

は
読
経
や
修
法
な
ど
様
々
な
方
法
が
あ
っ
た
が
、
請
雨
経
法
は
元
来
、
神
泉
苑

で
お
こ
な
わ
れ
る
大
が
か
り
な
「
大
法
」
で
あ
り
、
道
具
の
調
達
も
容
易
で
は

な
か
っ
た
と
い
う）29
（

。
そ
れ
ゆ
え
講
式
の
言
説
と
、
請
雨
経
法
の
実
修
と
の
関
係

性
は
慎
重
に
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、（
Ｃ
）
の
本
文
で
は
、
再
び
『
釈
論
』
の
表
現
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い

る
。

為
レ
欲
丙
顕
乙
示
雖
下
眼
耳
中
見
二
聞
宝
雨
之
妙
術
一。
思
心
中
解
中
知
無
尽
之

円
徳
上。
而
出
二
現
舌
威
一
不
下
競
入
レ
門
開
二
通
往
向
一
不
レ
近
二
隔
檀
一。
得
中

如
意
宝
蔵
上
無
レ
由
レ
蹬
二
台
宮
一。
雖
下
口
語
中
誦
二
持
教
義
之
尊
辞
一。
思
心

中
観
中
察
広
略
之
深
理
上。）

30
（

　

龍
た
ち
の
様
子
を
描
写
し
た
（
Ｃ
）
は
、
右
の
『
釈
論
』
傍
線
部
の
取
意
文

で
あ
る
。（
Ｃ
）
で
用
い
ら
れ
た
「
舌
威
」
は
、『
釈
論
』
や
『
開
解
鈔
』
に
見

ら
れ
る
語
句
で
あ
り
、
本
講
式
が
『
釈
論
』
と
そ
の
注
釈
の
影
響
下
で
成
立
し

た
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
る
。
講
式
の
作
者
が
『
釈
論
』
に
通
じ
て
い
た
事
実
は
、

中
世
金
剛
寺
で
『
釈
論
』
が
教
学
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
作
者
と

さ
れ
る
忍
実
が
『
釈
論
』
の
注
釈
書
を
著
わ
し
て
い
た
こ
と
と
も
矛
盾
し
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
『
龍
王
講
式
』
で
は
、
東
密
諸
流
が
尊
崇
す
る
舎
利
＝
如
意

宝
珠
を
中
心
に
、『
釈
論
』
と
注
釈
に
基
づ
く
龍
王
の
叙
述
や
、
請
雨
経
法
と

請
雨
経
曼
荼
羅
と
い
っ
た
種
々
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
な
が
ら
、
対
句
的
修
辞
に

よ
っ
て
式
文
を
綴
り
、
祈
雨
の
た
め
の
聖
な
る
儀
礼
空
間
を
荘
厳
し
て
い
る
。

こ
れ
は
作
者
の
広
い
学
識
と
と
も
に
、『
龍
王
講
式
』
が
文
学
的
表
現
と
密
教

教
学
、
そ
し
て
祈
雨
儀
礼
と
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も

の
と
い
え
よ
う
。
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四
、
神
泉
苑
の
石
座
と
「
最
極
秘
事
」

　

請
雨
経
法
に
関
連
し
て
、
も
う
一
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。『
龍
王
講
式
』

の
第
四
段
で
は
空
海
の
祈
雨
伝
承
が
語
ら
れ
る
が
、
こ
の
叙
述
に
も
東
密
の
口

伝
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

東
密
の
祈
雨
儀
礼
に
お
い
て
、
龍
や
宝
珠
と
と
も
に
讃
え
ら
れ
る
べ
き
重
要

な
存
在
が
、
祖
師
の
空
海
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
長
元
年
（
八
二
四
）
に
、
空
海

が
神
泉
苑
で
請
雨
経
法
を
修
し
、
そ
の
際
に
「
善
如
龍
王
」
が
現
わ
れ
て
雨
を

降
ら
せ
た
と
い
う
故
事
に
由
来
す
る
。
現
在
で
は
、
こ
の
祈
雨
伝
承
は
史
実
で

は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
御
遺
告
』『
大
師
御
行
状
集
記
』『
今
昔
物
語
集
』

『
弘
法
大
師
伝
絵
巻
』
な
ど
、
多
く
の
空
海
伝
に
認
め
ら
れ
る
。『
龍
王
講
式
』

第
四
段
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

天
長
元
年
歳
次
甲
辰
、
天
下
亢カ
ウ

旱
シ
テ
草
木
枯
折セ
ツ
ス、

大
師
依
勅
一ニ
修
玉
フ

シ
給
シ
カ
ハ

請
雨

ノ
法
一ヲ
、
修
因
以
テ
嫉
妬
心
一ヲ
、
呪
シ
テ

シ
テ

海
中
ノ
龍
一
ヲヲ

、
籠
二メ
テ
水ツ

瓶メ
ノ

内ウ
チ
ニ一、

封
シ
テ

口
一ヲ
不
出
一、
大
師
遥
ニ
請
シ
テ
无
熱
悩
池
ノ
善
如
龍
王
一ヲ
、
令
ム
来
一ラ
日
域
平
ノ

京
一ニ
、
金
色
ノ
八
寸
ノ
小
龍
、
乗
シ
テ
九
尺
ノ
大
ノ
頂
一ニ
、
而
現
下ス
神
泉
苑
ノ
池

ノ
内
チ

石シ
ヤ
ク

座
ノ
之
上
一ニ
、
于
茲
慈
雲
遍
覆
ヒ
一
天
一ニ
、
甘
雨
忽
ニ
激ミ
ナ
キ
ル

四
海
一ニ
、

爾
時
帝
皇
献
シ
幣
帛
一ヲ
、
門
葉
備
フ
法
味
一ヲ
、
真
言
遍
法
之
厳イ
ツ
ク
シ
キ
コ
ト

、　　

始
マ
ル
従

此
ノ
時
一、

　

天
長
元
年
の
旱
魃
の
際
、
勅
が
下
さ
れ
た
大
師
は
「
請
雨
ノ
法
」
を
修
し
た
。

こ
れ
に
「
修
因
」
が
嫉
妬
し
て
海
中
の
龍
を
水
瓶
に
封
じ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

大
師
は
無
熱
悩
池
よ
り
善
如
龍
王
を
請
じ
た
。
善
如
龍
王
は
金
色
の
八
寸
の
小

龍
の
姿
で
、
九
尺
の
大
蛇
の
頭
上
に
乗
り
、
神
泉
苑
の
池
の
中
の
石
座
の
上
に

示
現
し
た
。
す
る
と
た
ち
ま
ち
雲
が
天
を
覆
い
、
四
海
に
甘
雨
が
み
な
ぎ
っ
た
。

真
言
宗
の
繁
栄
は
、
こ
の
と
き
よ
り
始
ま
る
と
い
う
。

　
『
龍
王
講
式
』
の
本
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
中
世
に
は
神
泉
苑
に
お
け
る
空

海
の
祈
雨
が
真
言
宗
隆
盛
の
発
端
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
伝
承
も
単

な
る
祈
雨
成
功
譚
を
超
え
た
意
味
を
も
っ
て
い
た）31
（

。
修
因
（
守
敏
、
修
敏
と

も
）
の
妨
害
を
う
け
る
物
語
の
筋
は
『
大
師
御
行
状
集
記
』（
一
〇
八
九
年
成

立
）
な
ど
と
同
様
だ
が
、
善
如
龍
王
が
神
泉
苑
の
「
石
座
之
上
」
に
現
れ
た
と

す
る
描
写
は
、
ほ
か
の
空
海
伝
に
は
見
ら
れ
な
い
。
各
伝
で
は
「
従
池
中
現

形
」（『
御
遺
告
』）
と
だ
け
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
『
龍
王
講
式
』
の
石
座
の
記
述
に
も
、
じ
つ
は
請
雨
経
法
の
秘
説
が
投

影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
勧
修
寺
流
の
諸
尊
法
を
集
め
た

実
運
（
一
一
〇
五
〜
一
一
六
〇
）
の
『
秘
蔵
金
宝
鈔
』、
お
な
じ
く
勧
修
寺
流

の
口
伝
・
折
紙
を
集
成
し
た
寛
信
（
一
〇
四
八
〜
一
一
五
三
）
の
『
伝
受
集
』、

ま
た
保
寿
院
流
永
厳
の
伝
授
に
基
づ
く
『
沢
鈔
』、
そ
し
て
『
秘
鈔
問
答
』
と

い
っ
た
東
密
諸
流
の
事
相
書
で
は
、
善
如
龍
王
が
池
の
中
の
石
に
示
現
し
た
と

明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

東
門
修
二
五
龍
供
一。
北
井
供
物
料
。
西
北
井
阿
伽
料
。
池
艮
方
池
底
入
有
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レ
石
。
件
石
龍
現
仍
其
石
云
云
。（『
秘
蔵
金
宝
鈔）32
（

』）

又
私
造
龍
王
之
形
其
体
如
遺

告
用
茅

供
養
種
種
妙
供
放
池
中
。
即
大
師
御
時
龍
王
出
現

処
也
但
当
東
門
有

池
中
石
上
也

。（『
沢
鈔）33
（

』）

問
。
龍
供
作
法
并
在
処
如
何
。
…
…
私
云
。
更
有
二
龍
穴
一。
最
極
秘
事
也

在
二
于
口
伝
一

…
…
朱
付
云
。
龍
王
出
現
所
当
二
東
門
池
中
有
レ
石
之
処
一。
遺
告
池
中

現
云
云
。（『
秘
鈔
問
答）34
（

』）

　

こ
れ
ら
は
請
雨
経
法
で
龍
を
供
養
す
る
「
龍
供
」
の
作
法
か
ら
の
抜
粋
だ
が
、

こ
こ
で
は
龍
王
が
出
現
し
た
場
所
を
「
艮
方
池
底
」「
東
門
池
中
」
な
ど
の
石

上
と
し
て
い
る
。『
御
遺
告
』
を
は
じ
め
、
空
海
伝
で
語
ら
れ
な
か
っ
た
池
の

石
は
、
や
が
て
『
秘
鈔
問
答
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
神
泉
苑
と
龍
宮
と
を
つ

な
ぐ
「
最
極
秘
事
」
の
「
龍
穴
」
と
結
び
付
い
て
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る）35
（

。

『
龍
王
講
式
』
の
「
石
座
」
は
、
本
講
式
の
空
海
祈
雨
伝
承
が
、
中
世
の
説
話

集
や
空
海
伝
、
絵
巻
、
あ
る
い
は
諸
流
の
伝
授
の
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体

と
場
で
語
ら
れ
た
空
海
の
伝
説
に
、
請
雨
経
法
の
秘
説
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
形

成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
『
龍
王
講
式
』
の
作
者
が
東
密

の
秘
説
伝
授
の
場
や
、
そ
こ
で
伝
え
ら
れ
る
口
伝
・
折
紙
・
切
紙
な
ど
に
接
す

る
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
も
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　

ち
な
み
に
『
龍
王
講
式
』
に
は
、
空
海
『
秘
蔵
宝
鑰
』
か
ら
の
引
用
も
多
い
。

祖
師
の
文
章
の
引
用
は
、
祖
師
に
対
す
る
信
仰
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ま
た

そ
の
宗
教
的
な
営
み
を
追
体
験
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
そ
れ
と
同
時
に
自

宗
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
空
海
の
祈
雨
は
特
別
な
も
の
で

あ
り
、
そ
の
文
章
を
散
り
ば
め
る
こ
と
で
、
祈
雨
の
成
功
を
企
図
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
、『
龍
王
講
式
』
の
作
者
と
さ
れ
る
金
剛
寺
第
九
代
学
頭
の
忍
実
に

つ
い
て
、
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。
本
講
式
は
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
に
、

忍
実
に
よ
っ
て
草
さ
れ
た
と
伝
え
る
。

　

忍
実
は
西
大
寺
叡
尊
の
甥
と
さ
れ
る
人
物
で
、
先
述
の
と
お
り
『
釈
論
』
の

注
釈
書
で
あ
る
『
釈
摩
訶
衍
論
眼
精
抄
』
を
著
わ
し
て
い
る
。
ま
た
金
剛
寺
聖

教
の
奥
書
に
名
が
見
え
る
初
め
て
の
学
頭
で
も
あ
り
、『
瑜
伽
師
地
論
』
や

『
胎
蔵
界
念
誦
次
第
』『
駄
都
行
法
次
第
』
等
を
書
写
し
た
こ
と
、
安
然
の
『
撰

定
事
業
灌
頂
具
足
支
分
』
を
金
剛
寺
御
影
堂
に
寄
進
し
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ

て
い
る）36
（

。

　

こ
の
ほ
か
、
仁
和
寺
蔵
の
金
剛
寺
文
書
に
含
ま
れ
る
正
和
三
年
（
一
三
一

四
）「
学
頭
忍
実
金
剛
寺
証
文
拾
遺
目
録
写）37
（

」
で
は
対
句
表
現
を
用
い
た
文
章

が
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
お
な
じ
く
金
剛
寺
文
書
の
文
保
元
年
（
一
三
一

七
）「
金
剛
寺
学
頭
忍
実
置
文
案）38
（

」
で
は
『
梵
網
経
』
と
そ
の
注
釈
を
引
用
し

て
本
文
を
成
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
存
資
料
か
ら
は
、
忍
実
が
『
釈
論
』
を

は
じ
め
と
し
て
唯
識
、
密
教
修
法
、
伝
法
灌
頂
、
台
密
な
ど
の
幅
広
い
典
籍
に

通
じ
て
い
た
こ
と
、
対
句
的
修
辞
を
用
い
て
文
章
を
編
む
こ
と
に
長
け
た
人
物

だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
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時
代
は
下
る
が
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
河
州
錦
部

郡
天
野
山
金
剛
寺
古
記
写
』
に
は
、
忍
実
が
金
剛
寺
の
塔
尾
で
鉄
塔
を
感
得
し

た
こ
と
、
弘
法
大
師
「
同
前
」
と
い
う
霊
託
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
見
え
て
お

り
、
広
範
な
知
識
を
持
つ
忍
実
が
金
剛
寺
の
伝
説
的
人
物
と
し
て
語
り
継
が
れ

て
い
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る）39
（

。
今
後
、
忍
実
著
作
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
鎌

倉
後
期
の
金
剛
寺
を
と
り
ま
く
学
問
環
境
が
、
よ
り
明
確
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

以
上
、『
龍
王
講
式
』
を
分
析
し
、
本
講
式
が
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
言
説
を

複
合
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
成
立
し
た
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。『
釈
論
』
に
基

づ
く
叙
述
の
多
さ
は
、
中
世
の
金
剛
寺
教
学
の
柱
に
『
釈
論
』
が
あ
っ
た
こ
と

と
も
符
合
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
注
釈
類
と
重
な
る
内
容
も
散
見
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
本
講
式
は
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
の
『
釈
論
』
を
め
ぐ
る
学
問
活
動

と
連
動
し
て
生
ま
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
し
て
、
請
雨
経
法
の
思
想
・
言
説
・
世
界
観
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
そ
の
ま
ま
請
雨
経
法
の
実
修
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、『
龍
王

講
式
』
は
請
雨
経
法
の
所
依
と
な
る
『
大
雲
輪
請
雨
経
』『
陀
羅
尼
集
経
』
な

ど
の
文
言
を
用
い
な
が
ら
、
空
海
祈
雨
伝
承
を
め
ぐ
る
秘
事
口
伝
を
載
録
し
つ

つ
、
龍
王
や
如
意
宝
珠
を
称
揚
す
る
儀
礼
テ
キ
ス
ト
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

な
お
、『
龍
王
講
式
』
の
本
奥
書
と
書
写
奥
書
の
間
に
は
、「
請
雨
経
五
十
三

仏
名
」
と
称
し
て
、『
大
雲
輪
請
雨
経
』
に
見
え
る
五
十
三
仏
の
名
が
書
き
連

ね
ら
れ
て
い
る
。
仏
名
の
後
に
は
、「
若
能
受
持
称
名
礼
敬
者
ハ
、
一
切
諸
龍

所
有
ノ
苦
難
、
皆
悉
ク
解
脱
ス
」
と
『
大
雲
輪
請
雨
経
』
の
一
説
が
引
か
れ
て

お
り
、
実
際
に
祈
雨
儀
礼
の
な
か
で
五
十
三
仏
の
名
が
朗
唱
さ
れ
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。
こ
れ
は
第
一
段
で
掲
げ
ら
れ
て
い
た
龍
の
諸
苦
を
取
り
除
く
た
め

の
称
名
＝
慈
悲
の
行
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
り
、『
龍
王
講
式
』
と
儀
礼

の
実
修
と
が
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る）40
（

。
こ
の
よ
う
に
中
世
金

剛
寺
の
祈
雨
儀
礼
の
な
か
で
生
ま
れ
た
『
龍
王
講
式
』
に
は
、
中
世
の
真
言
宗

寺
院
に
お
け
る
学
問
や
、
儀
礼
の
あ
り
さ
ま
が
照
射
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

註（
1
）　

金
剛
寺
に
は
一
万
点
に
お
よ
ぶ
資
料
類
が
伝
存
し
て
お
り
、
近
年
の
研
究
成

果
の
一
部
は
、
後
藤
昭
雄
監
修
『
天
野
山
金
剛
寺
善
本
叢
刊
』
第
一
期
・
第
二

期
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
・
二
〇
一
八
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
引
用
す
る
『
龍
王
講
式
』
本
文
は
、
第
二
期
第
三
巻
「
儀
礼
・
音
楽
」（
中

原
香
苗
・
米
田
真
理
子
編
）
収
載
の
影
印
と
翻
刻
に
よ
る
。
句
読
点
等
は
適
宜
、

私
に
付
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
2
）　
『
天
野
山
金
剛
寺
善
本
叢
刊
』
第
二
期
第
三
巻
の
近
本
謙
介
氏
に
よ
る
「
金

剛
寺
蔵
講
式
類
」
解
題
参
照
。

（
3
）　

奥
書
に
は
、
こ
の
と
き
の
請
雨
で
理
趣
経
と
尊
勝
陀
羅
尼
の
読
誦
や
管
絃
講

が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
、
十
三
日
間
に
わ
た
る
祈
禱
の
結
果
、
七
月
一
日
の
夕

方
か
ら
「
大
洪
水
」
の
よ
う
な
雨
が
降
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

金
剛
寺
に
は
『
龍
王
講
式
』
の
ほ
か
に
も
、
水
分
明
神
を
称
揚
す
る
『
水
分
講

式
』（
一
三
九
一
年
写
）
や
、『
神
泉
薗
事
』
と
題
す
る
説
草
断
簡
（
室
町
時
代

中
期
写
）
な
ど
が
存
し
て
お
り
、
祈
雨
や
水
神
の
信
仰
も
想
像
さ
れ
る
。
近
本

謙
介
「
金
剛
寺
蔵
講
式
類
」
解
題
（
前
掲
注
2
）
参
照
。

（
4
）　
『
孔
雀
経
音
義
』
中
巻
（『
大
正
蔵
』
六
一
、
七
九
三
頁
ｃ
）。
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（
5
）　
『
涅
槃
講
式
』『
弥
勒
講
式
』
は
、『
天
野
山
金
剛
寺
善
本
叢
刊
』
第
二
期
第

三
巻
（
前
掲
注
1
）
に
収
載
。

（
6
）　

説
話
文
学
会
の
二
〇
一
八
年
四
月
例
会
で
「
寺
院
に
お
け
る
学
問
と
唱
導
│

天
野
山
金
剛
寺
聖
教
を
基
点
と
し
て
」
と
題
し
、
箕
浦
尚
美
氏
、
仁
木
夏
実
氏
、

中
川
真
弓
氏
に
よ
る
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
こ
で
『
能
生
諸
仏
経
釈
』

『
明
句
肝
要
』『
無
名
仏
教
摘
句
抄
』
な
ど
の
具
体
的
な
経
釈
や
要
文
集
の
検
討

か
ら
、
唱
導
に
お
け
る
漢
詩
句
や
要
文
利
用
が
論
じ
ら
れ
た
。
講
式
を
含
む
テ

キ
ス
ト
に
も
、
こ
う
し
た
資
料
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

『
説
話
文
学
研
究
』
五
四
（
説
話
文
学
会
、
二
〇
一
九
・
九
）、『
天
野
山
金
剛

寺
善
本
叢
刊
』（
前
掲
注
1
）
参
照
。

（
7
）　

如
意
宝
珠
に
関
し
て
は
、
阿
部
泰
郎
「
宝
珠
と
王
権
│
中
世
王
権
と
密
教
儀

礼
」（『
岩
波
講
座 

東
洋
思
想
16 

日
本
思
想
2
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
）、

田
中
貴
子
『
外
法
と
愛
法
の
中
世
』（
砂
子
屋
書
房
、
一
九
九
三
）、
上
川
通
夫

「
如
意
宝
珠
法
の
成
立
」（
同
『
日
本
中
世
仏
教
史
料
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
八
）、
伊
藤
聡
『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
一
）、

藤
巻
和
宏
『
聖
な
る
珠
の
物
語
│
空
海
・
聖
地
・
如
意
宝
珠
』（
平
凡
社
、
二

〇
一
七
）
ほ
か
、
多
数
の
論
考
が
あ
る
。
金
剛
寺
に
は
舎
利
施
入
の
記
録
が
残

り
、
い
ま
も
多
く
の
舎
利
講
式
が
伝
え
ら
れ
る
。
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
の

「
金
剛
寺
住
僧
等
謹
請
条
々
起
請
事
」
か
ら
は
、
鎌
倉
初
期
に
金
剛
寺
で
二
・

五
・
八
・
十
一
月
の
十
五
日
に
「
四
季
舎
利
講
」
が
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
（『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
七
、
五
五
八
〜
五
六
〇
頁
）。
金
剛

寺
の
舎
利
関
係
資
料
は
、
赤
塚
祐
道
「
中
世
に
お
け
る
舎
利
信
仰
の
一
考
察
│

『
秘
密
舎
利
式
』
と
『
道
場
観
大
師
法
最
秘
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
密
教
学
研
究
』
四

二
、
二
〇
一
〇
・
三
）
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　
『
釈
摩
訶
衍
論
』
第
一
（『
大
正
蔵
』
三
二
、
五
九
七
頁
ｂ
）。

（
9
）　
『
釈
摩
訶
衍
論
』
第
二
（『
大
正
蔵
』
三
二
、
六
〇
三
頁
ｂ
・
ｃ
）。

（
10
）　

赤
塚
裕
道
「
学
頭
の
書
写
活
動
か
ら
見
た
金
剛
寺
教
学
の
変
遷
」（『
真
言
密

教
寺
院
に
伝
わ
る
典
籍
の
学
際
的
調
査
・
研
究
│
金
剛
寺
本
を
中
心
に
』
科
学

研
究
費
基
礎
研
究
（
Ｂ
）19320037

研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
九
・
三
）
参

照
。

（
11
）　
『
秘
鈔
問
答
』
第
十
三
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
五
一
三
頁
ｂ
・
ｃ
）。

（
12
）　
（
ｄ
）
は
『
開
解
鈔
』
に
も
見
え
る
本
文
で
あ
る
（『
日
本
大
蔵
経
』
四
四
、

一
四
七
頁
）。

（
13
）　
『
釈
摩
訶
衍
論
』
第
二
（『
大
正
蔵
』
三
二
、
六
〇
三
頁
ｂ
）。
忍
実
の
『
釈

摩
訶
衍
論
眼
精
抄
』
に
も
龍
王
に
関
す
る
言
及
が
あ
り
、
そ
こ
で
「
標
嵐
」
や

「
遮
多
梨
鬼
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
近
い
時
代
の
も
の
で
は
、

東
寺
学
頭
の
頼
宝
（
一
二
七
九
〜
一
三
三
〇
）
の
『
釈
摩
訶
衍
論
勘
注
』
に
類

似
の
記
事
が
確
認
さ
れ
る
（『
大
正
蔵
』
六
九
、
六
四
四
頁
ｂ
・
ｃ
）。

（
14
）　
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』「
釈
摩
訶
衍
論
記
」
項
目
（
大
東
出
版
社
、
一
九
八

八
）
参
照
。

（
15
）　
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』（
新
纂
『
大
日
本
続
蔵
経
』
四
五
、
七
八
一
頁
ｂ
・
ｃ
）。

（
16
）　

本
書
は
外
題
に
「
聖
法
記
」、
内
題
に
「
摩
訶
衍
釈
論
記
一
巻
」
と
あ
っ
て
、

巻
末
に
は
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
の
賢
念
に
よ
る
加
点
奥
書
が
残
さ
れ
て
い

る
（
整
理
番
号
二
八
函
九
番
）。
後
藤
昭
雄
編
『
金
剛
寺
経
蔵
聖
教
目
録
』
第

2
分
冊
（
科
学
研
究
費
基
礎
研
究
（
Ｂ
）23320054

研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇

一
五
・
三
）
参
照
。
な
お
、
目
録
に
は
本
書
の
外
題
が
「
聖
宝
記
」
と
記
入
さ

れ
て
い
る
が
、
正
し
く
は
「
聖
法
記
」。

（
17
）　
『
釈
摩
訶
衍
論
開
解
鈔
』
巻
一
（『
日
本
大
蔵
経
』
四
四
、
一
〇
八
頁
）。
前

掲
注
13
の
頼
宝
『
釈
摩
訶
衍
論
勘
注
』
に
も
気
糸
の
記
述
が
見
出
せ
る
（『
大

正
蔵
』
六
九
、
六
二
八
頁
ａ
）。『
龍
王
講
式
』
で
気
糸
は
舌
頭
の
穴
と
さ
れ
て

い
る
た
め
、
龍
糸
と
す
る
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
と
は
若
干
異
な
る
も
の
の
、

『
龍
王
講
式
』
の
当
該
本
文
の
裏
書
に
は
「
龍
王
舌
中
有
一
ノ
気
糸
、
甚
深
微

細
、
猶
如
頭
髪
一
」
と
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
は
よ
り
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
の
本
文

に
近
い
。
裏
書
が
い
つ
の
段
階
で
加
え
ら
れ
た
か
は
検
討
を
要
す
る
が
、
こ
れ
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も
本
書
を
出
典
と
す
る
文
言
で
あ
ろ
う
。

（
18
）　

赤
塚
祐
道
「
根
来
寺
中
性
院
頼
瑜
と
天
野
山
金
剛
寺
禅
恵
を
つ
な
ぐ
も
の
│

事
教
二
相
の
流
伝
」（『
根
来
寺
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
、
二
〇
〇
四
・
一
一
）、

同
「
金
剛
寺
聖
教
│
上
乗
房
禅
恵
の
書
写
活
動
」（『
金
剛
寺
一
切
経
の
総
合
的

研
究
と
金
剛
寺
聖
教
の
基
礎
的
研
究
』
科
学
研
究
費
基
礎
研
究
（
Ａ
）

15202002
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
七
・
三
）
参
照
。

（
19
）　

小
林
直
樹
氏
は
前
掲
注
6
の
報
告
を
う
け
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
紹
介
さ
れ
た

十
二
、
三
世
紀
の
金
剛
寺
聖
教
に
は
、
律
書
や
禅
籍
、
天
台
系
典
籍
、
南
宋
の

新
し
い
典
籍
な
ど
幅
広
い
教
学
が
背
景
に
あ
り
、「
一
四
世
紀
の
禅
恵
の
時
代

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
金
剛
寺
に
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
時

代
に
お
け
る
同
寺
の
僧
の
学
問
や
他
寺
の
僧
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
う

か
が
わ
せ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
小
林
直
樹
「
パ
ネ
リ
ス
ト
の
報
告
を
承
け

て
│
資
料
典
拠
の
問
題
を
中
心
に
」（『
説
話
文
学
研
究
』
五
四
、
説
話
文
学
会
、

二
〇
一
九
・
九
）。

（
20
）　

東
密
の
祈
雨
儀
礼
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ト
レ
ン
ソ
ン
『
祈
雨
・
宝
珠
・
龍

│
中
世
真
言
密
教
の
深
層
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
六
）、
藪
元
晶

『
雨
乞
儀
礼
の
成
立
と
展
開
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
二
）
な
ど
参
照
。

（
21
）　
『
秘
鈔
』
巻
五
（『
大
正
蔵
』
七
八
、
五
〇
六
頁
ｂ
）。

（
22
）　
『
秘
鈔
問
答
』
で
も
、
請
雨
経
法
の
壇
の
中
央
に
舎
利
を
置
く
の
は
龍
王
が

深
く
仏
舎
利
に
帰
敬
し
て
い
る
か
ら
で
、
舎
利
に
は
「
甘
雨
普
潤
之
徳
」
が
あ

る
と
説
い
て
い
る
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
三
九
〇
頁
ａ
）。
舎
利
と
祈
雨
を
め
ぐ

っ
て
は
、
ほ
か
に
も
『
日
本
後
紀
』
逸
文
の
天
長
四
年
（
八
二
七
）
五
月
に
、

空
海
が
内
裏
で
仏
舎
利
を
用
い
た
祈
雨
を
お
こ
な
い
、
そ
の
後
の
降
雨
を
「
舎

利
霊
験
」
と
評
し
た
記
事
な
ど
が
あ
る
（『
国
史
大
系
』
五
「
日
本
記
略
」
四

五
六
頁
）。

（
23
）　
『
秘
鈔
』
に
よ
る
と
、
請
雨
経
法
の
道
場
観
（
本
尊
の
道
場
を
建
立
す
る
た

め
の
観
想
）
で
は
、
宮
殿
楼
閣
や
蓮
花
座
、
種
字
、
釈
迦
如
来
、
観
音
・
金
剛

手
菩
薩
、
輪
蓋
・
難
陀
・
跋
難
陀
龍
王
、
そ
し
て
そ
れ
を
囲
繞
す
る
諸
菩
薩
や

眷
属
た
ち
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
い
う
（『
大
正
蔵
』
七
八
、
五
〇
六
頁
ａ
）。
こ

の
道
場
観
は
「
懸
曼
荼
羅
」
の
図
柄
と
重
な
り
、『
龍
王
講
式
』
の
龍
宮
世
界

と
も
通
底
し
て
い
る
。

（
24
）　
『
伝
受
集
』
や
『
秘
蔵
金
宝
鈔
』
に
よ
る
と
、
請
雨
経
法
で
立
て
る
八
本
の

青
色
の
幡
に
は
、
八
大
龍
王
の
名
を
梵
字
で
書
く
と
い
う
。『
秘
鈔
問
答
』
に

も
、
祈
雨
の
際
に
は
輪
蓋
龍
王
や
五
大
龍
王
と
と
も
に
八
大
龍
王
へ
祈
請
す
る

由
が
見
え
る
。
ま
た
仁
和
寺
に
残
る
「
神
泉
御
読
経
導
師
次
第
〈
開
白
〉」

（『
守
覚
法
親
王
の
儀
礼
世
界
』
勉
誠
出
版
、
一
九
九
五
）
で
は
、
神
泉
苑
で
お

こ
な
わ
れ
る
孔
雀
経
御
読
経
の
表
白
に
八
大
龍
王
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、

八
大
龍
王
も
祈
雨
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

（
25
）　

掲
載
の
図
は
、
醍
醐
寺
蔵
『
四
家
鈔
図
像
』
よ
り
「
請
雨
経
曼
荼
羅
」（『
大

正
蔵
図
像
』
三
、
八
四
九
頁
）。

（
26
）　
『
陀
羅
尼
集
経
』
十
一
「
祈
雨
法
壇
」（『
大
正
蔵
』
一
八
、
八
八
〇
頁
ｂ
・

ｃ
）。

（
27
）　
『
秘
鈔
問
答
』
第
六
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
三
九
三
頁
ａ
・
ｂ
）。

（
28
）　

敷
曼
荼
羅
に
は
九
体
の
龍
が
見
え
る
が
、
ト
レ
ン
ソ
ン
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ

は
本
来
、
懸
曼
荼
羅
に
描
か
れ
る
は
ず
の
四
龍
が
、
五
龍
（
中
央
と
東
南
西

北
）
の
間
に
配
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。『
祈
雨
・
宝
珠
・
龍
』
第
二
部
第
一
章

（
前
掲
注
20
）
参
照
。

（
29
）　
『
祈
雨
・
宝
珠
・
龍
』
第
一
部
第
六
章
（
前
掲
注
20
）
参
照
。

（
30
）　
『
釈
摩
訶
衍
論
』
第
一
（『
大
正
蔵
』
三
二
、
五
九
七
頁
ｂ
）。

（
31
）　
『
祈
雨
・
宝
珠
・
龍
』
第
一
部
第
二
章
（
前
掲
注
20
）
参
照
。
ま
た
、
聖
賢

『
祈
雨
日
記
』
や
勝
賢
『
雨
言
雑
秘
記
』
に
は
、
成
尊
へ
請
雨
経
法
の
勤
修
を

要
請
す
る
際
に
「
爰
真
言
最
上
乗
之
中
。
有
祈
雨
秘
法
也
。
祖
師
修
之
留
利
生

於
後
代
。（
中
略
）
於
神
泉
苑
可
被
勤
修
祈
雨
法
者
。
綸
旨
如
此
。
全
莫
辞
退
。

可
悉
之
」（『
続
群
書
類
従
』
二
五
下
、
二
三
一
頁
）
と
、
請
雨
経
法
は
祖
師
空
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海
の
修
法
で
あ
り
、
辞
退
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
伝
え
る
記
事
が
見
え
る
。

（
32
）　
『
秘
蔵
金
宝
鈔
』
六
（『
大
正
蔵
』
七
八
、
三
六
二
頁
ａ
）。

（
33
）　
『
沢
鈔
』
第
三
（『
大
正
蔵
』
七
八
、
四
三
二
頁
ａ
）。

（
34
）　
『
秘
鈔
問
答
』
第
六
（『
大
正
蔵
』
七
九
、
三
九
六
頁
ｂ
）。

（
35
）　

龍
穴
を
め
ぐ
る
秘
説
は
、
藤
巻
和
宏
「
初
瀬
の
龍
穴
と
〈
如
意
宝
珠
〉
│
長

谷
寺
縁
起
の
展
開
・「
宀
一
山
」
を
め
ぐ
る
言
説
群
と
の
交
差
」（『
国
文
学
研

究
』
一
三
〇
、
二
〇
〇
〇
・
三
）
参
照
。

（
36
）　

赤
塚
裕
道
「
学
頭
の
書
写
活
動
か
ら
見
た
金
剛
寺
教
学
の
変
遷
」（
前
掲
注

10
）
参
照
。

（
37
）　
「
金
剛
寺
文
書
拾
遺
」（『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
七
、
五
七
七
・
五
七

八
頁
）。

（
38
）　
「
金
剛
寺
文
書
」（『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
七
、
一
八
二
〜
一
八
四
頁
）。

（
39
）　
『
河
州
錦
部
郡
天
野
山
金
剛
寺
古
記
写
』（『
続
々
群
書
類
従
』
三
、
五
八
五

頁
）。

（
40
）　

金
剛
寺
に
は
、
近
世
の
模
写
と
思
し
き
戦
国
期
の
境
内
図
が
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
中
央
伽
藍
の
そ
ば
に
、
三
棟
の
小
社
と
、
鳥
居
の
立
つ
池
が
描
か
れ

て
い
る
。
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
刊
の
『
河
内
鑑
名
所
記
』
に
よ
れ
ば
、
三

社
は
天
照
太
神
、
弁
才
天
、
善
女
龍
王
と
い
う
。
い
ま
で
も
お
な
じ
場
所
に
元

禄
十
三
年
（
一
七
五
〇
）
造
営
の
小
社
が
存
し
、
天
照
太
神
、
弁
才
天
、
八
大

龍
王
・
善
女
龍
王
を
祀
る
。
池
の
名
は
『
河
内
鑑
名
所
記
』
に
見
え
な
い
が
、

現
在
で
は
「
龍
王
池
」
と
称
し
て
い
る
。
池
や
社
が
い
つ
頃
か
ら
存
在
し
て
い

た
か
は
未
詳
だ
が
、
あ
る
い
は
祈
雨
儀
礼
と
も
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
可

能
性
も
あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
基
礎
研
究
（
Ｂ
）「
金
剛
寺
聖
教
・
文
書
類
を
基
盤

と
し
た
社
寺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
解
明
と
そ
の
蔵
書
史
的
研
究
」15H

03186

（
研
究

代
表
者
・
海
野
圭
介
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
を
執
筆
す
る
に

あ
た
り
、
近
本
謙
介
氏
に
多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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eratio

n
s in

to
 th

e 

in
flu

en
ce o

f Syakum
akaenron

 an
d

 its co
m

m
en

taries an
d

 th
e ritu

als to
 p

ray 

fo
r rain

A
R

IG
A

 N
atsu

k
i

　

T
h

is p
ap

er is a stu
d

y o
f th

e asp
ects o

f acad
em

ics an
d

 b
eliefs at S

h
in

g
o

n
 

B
u

d
d

h
ist tem

p
les in

 th
e M

id
d

le A
g
es an

d
 th

e ch
aracteristics o

f th
e related

 

ritu
al texts, th

ro
u

gh
 in

vestigatio
n

 o
f R

yū
ō-kōshiki (龍

王
講
式

)in
 K

o
n

gō
-ji(金

剛
寺

)T
em

p
le.

　

R
yū

ō-kōsh
iki  is a text created

 fo
r rain

 p
rayer cerem

o
n

ies. A
s a resu

lt o
f 

in
vestig

atin
g th

e au
th

o
rity relatio

n
sh

ip
 o

f R
yū

ō-kōsh
iki , m

an
y n

arratives o
f 

S
ya

ku
m

a
ka

en
ron

(釈
摩
訶
衍
論

)an
d

 its an
n

o
tatio

n
s w

ere fo
u

n
d

 in
 it. T

h
is 

in
d

ic
a
te

s 
th

a
t 

th
is 

le
ctu

re 
w

a
s 

w
ritte

n
 

in
 

co
n

ju
n

ctio
n

 
w

ith
 

th
e 

S
yaku

m
akaen

ron
 an

n
o
tatio

n
 m

o
vem

en
ts.

　

F
u

rth
erm

o
re, it b

ecam
e clear th

at th
e p

h
ilo

so
p

h
y o

f th
e S

h
ō
u

g
yō

h
ō
(請
雨

経
法

), w
h

ich
 is o

n
e o

f th
e m

eth
o
d

s o
f eso

teric B
u

d
d

h
ism

, an
d

 th
e legen

d
 o

f 

K
u

k
ai’ s(空

海
)rain

 p
rayer are clo

sely lin
k

ed
 acro

ss th
eir territo

ries, g
reatly 

affectin
g th

e fo
rm

atio
n

 o
f th

e cerem
o

n
y. R

yū
ō-kōsh

iki  exp
resses asp

ects o
f 

stu
d

y an
d

 faith
 in

 th
e m

ed
ieval K

o
n

gō
-ji T

em
p

le.

　

K
ey W

ords :  R
yū

ō-kōsh
iki , K

o
n

g
ō

ji-syō
g

yō
, S

ya
ku

m
a

ka
en

ron
, S

h
ō

u
g

yō
h

ō
, 

rain
 p

rayer ritu
al
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